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古代の護・兵庫譲（ひようごぐさり了

西山遺跡の調査

昭和60年8月，市のほぼ中央に位置する西山

遺跡で，建設工事が計画されたため，遺跡の発掘

調査が行われました。

西山遺跡は，新川の右岸に流れ込別、さな谷を

200mほどさかのぼった台地の先端に立地して

いました。現在は，調査区域の西側に国道16号

線がとおり，南側に村上団地がせまっていて，古

の情景を偲ぶことはできませんまた，周辺では

ここから南にわずか叩Omほど離れたところで
村上込の内達跡の訴査が行われ家の跡が150

軒以上もある大規模な集落が発見されてV

西山遺跡の発輌査は∴約1000

誠の狭い区域でしたが，古墳時代の前

期（今から1600年ほど昔）の家の

跡が2軒，平安時代のはじめ（12．0

0年ほど昔）の2軒の家の跡など，集

落の一部分が発見されました。

古代のくさクが出土

この遺跡の平安時代の家の跡から

金属製（鉄製）のくさりが発見されま

した。家の隅の床近くから出土したた

め，家が使われなくなって，早い時期

に捨てられ，土の中に埋まってしまっ

たと考えられました。

発見当時は，さびなどが着いていて

どんな金属製晶であるかは，はっきり

としませんでした。でも洗浄して，さ

びなどを取り除いていくと金属の環

をつなげた鎖（くさり）であることが

わかってきました。

●　西山遺跡
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西山遺跡3号住居跡出土

西山遺跡出土の兵庫魚と村上込の内遺跡出土の兵庫鍬 ！二．．，ナ

発見された兵庫鎖

この鎖は，長さが約6，6皿，最大幅が約1．5

皿，重さは約21gありました。一方の先端は曲

がって引きちぎられたように，伸びきっていて，

もう一端もつなげた部分が欠けてしまったようで

した。鎖の厚みは約1cmありましたが，土やさび

村上込の内遺跡・113号遺構出土
㈱千薫曇書簡公社1訂5r八千代簡村上暮鯵群Jより

などを取り除いてみると，なぜか，上下両面とも

に平らな状態のままであるように見えました。

この鎖は径が4mほどのやや太い金属を舞にし

たものを10個ほどつなげて作られていました。

でも，何に使われたのかはわかりませんでした。

市内でも見つかっていた兵庫鎖

西山遺跡の近くにある村上込の内遺跡でも，家

の跡から兵庫鎖が出土していました。長さが約3

0皿で，重さが350gもありました。金属（鉄）

の環が20個ほどつながり，端にはベルトのバッ

クルのような留め金の破片が残っていました。

報告書でも馬具の一部とされていますが，馬に

乗るときに足をかけるあぶみ（鐙）とくら（鞍）とを

つなぐものの一部と考えられました。

西山遺跡で出土したものと比較するとその大き

さに大きな違いがあることがわかりますム

兵庫鎖の名前と歴史

兵庫鎖の名前は，太刀（たち）の帯執（おびとり）

に細く編んだ鎖を何条も平組みに組み上げたもの

を用いているものを兵庫鎖太刀（ひょうごぐさり

のたち）と呼んでいたところからきています。

兵庫は兵具（ひょうぐ）が変†ピした言葉とされ，

兵士の道具という意味もあるようですム帯軌は緒

（お）と太刀をつなぐところを指しますム平安時代

の終わり（約800年ほど昔）から鎌倉時代（80

0年～700年ほど昔）にかけて流行しました。

造りが厳つく公家や武士にもてはやされ，実際

に身につけられていました。後に儀式で使われる

ようになり，さらに寺社への奉納品となりました。

この時代よりも古い遺跡や古墳から，この鎖を

用いた馬具の鐙（あぶみ）や背くくつわ），さらに垂

飾付耳飾（すいしよくつきみみかざり）が各地で出

土しています。名前よりも古い時代からあった技

術のようで九そして，これらは朝鮮半島とのつ

ながりを色濃くうかがわせるものでもあり患した。



上写真　姫路市宮山古墳出土

垂飾付耳飾り　　愛嬢市HPより

姫路市宮山古墳の副葬品で長さ約8m

この古墳の出土品は一括で国の重要文化財に指

定されています；古墳は直陸別m，高さ2mの大

型の円配3基の竪穴式石室がありました。

この垂締付耳飾り1対は金製で，このほかにも別

の石室から12cm～13mほどの長さの垂飾付耳飾

りがもう1対出土していました。

右写真

井上纂平商店HPより

兵庫鎖の部分ですム現在も作製され

ているもの‾叶緒とつながる部分

の構造がよくわかりますi

右図

「図説　歴史鰍より

1泊5　監修　井上光鼻ほか

この廟では「兵鵠Jと表現し

ていま一九

上図　r鉄製劃勤　左　正倉院蔵　右　市Il幡遺跡出土

『古代鐘の変遷とその意劇より

「研究楓18号か10（財）とちぎ生涯学習文化財団

左は正触八世紀の中ごろに作られたと考えられていますi鐙と

鞍とをつなぐ兵庫鎖とバックルの部分で較具（かこ）や利金（さすが）がよ

く残っている例鴎

右は宮城県　多賀城市　平安時代の河川跡から出土したもの一紙鎧の

表面には黒色の漆が塗られ兵轍もよく残ってI、ますも十牡紀の中ごろ

あものと考えられています；



兵帥作り方

兵庫鎖を英語ではbpInb叩Cbinといいま

すも現在でも，ネックレスなどの装飾（そうしょく）

晶で使われているようです；現在の技術ではこの

ような小さなものでも比較的かんたんに作ること

ができると思いますが，千年以上も昔の技術では

大変だったと思いますム現在でも行われている作

り方を知ることで，当時の苦労をしることができ

るかもしれません。・

◎
⑳

①　金属を衆にして，折り曲げる。

靡靡

鎖を使う目的とするものの大きさに合わせて，

金属の衆をたくさん作ります。金属を舞にするた

めに“ロウ付げ’叫をします。そして，その環を

①のような形に折り曲げていきます。折り曲げた

金属の環を，②のように，交互につなげて鎖状に

していきます。さらに，この鎖を何条も組み合わ

せて豪華（ごうか）な鍬こする技法もありますム

＊1金属と金属をつなげるために，柔らカ叫、金属を溶か

して接着剤くせっちゃく訊、）として用いる方法

（診　折り曲げた部品を交互につなげる。

職平成18年12月　『兵庫鎖を作る』より衣川製鎖工業㈱HPより

L・参考文献、

同山搬動が11ノ＼千代飾遺跡綱葦会

り＼千代市村上遺跡粗目卯5（財）干馳鵬柿肇赦

「古代鐘の意義とその変遷」濱野一亡　嘲第18号卸10（財はちぎ生涯学習文化財団

r醜　蜘1鍋5　監修　井上先負l勃ヽ

、垂節付耳飾り・兵庫鍬太刀の」郎・兵庫鏡の作り方などはそれぞれのホームページより引用させていただきました。

一　編集後記　一

前号で予定していた内容を，急きょ変更し

ました。次号以降にご期待ください。

西山遺跡で出土した兵庫鎖が何に使われて

いたものなのか，よくわかっていません。

轡や鐙などの大型の製品ではなく■；とはい

っても，耳飾りなどの小さなものでもないよ

うです。では，一体何なのか，たいへ～興味

深いところです。ぜひ，竿さんも十緒に考え

てく・ださVヽ（秋山利光）
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